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炭酸アンモニウムの熱分解　　宮内　卓也
　炭酸アンモニウムを加熱するとアンモニアと二酸化炭素と水に分
解する。炭酸アンモニウムを試験管に入れて加熱すると，試験管内
の白い固体の量は少しずつ減少し，最後には固体自体が見えなくな
る。2個の三角フラスコにそれぞれ緑色にした BTB液を入れ，発生
した混合気体を順番に通すとBTB溶液が変化する。演示実験を通し
て，事象をていねいに観察させ，炭酸アンモニウムの化学式と実験
結果から，どのような変化が起こったのかを考えさせたい。P538

写真 1  1 本目の三角フラスコの BTB溶液の色は青色になり，2本
目の三角フラスコのBTB溶液の色は黄色になった。

写真 2  加熱後，炭酸アンモニウムの
固体自体が見えなくなった。

写真 3  試験管の口付近には透明な液体の液滴が付着
している。透明な液体に塩化コバルト紙をつ
けたところ，青色から赤色に変化した。

5分間デモ実験実験の広場
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酸化物単結晶最表面に美しいナノスケールの階段を作る　　吉本　　護
　酸化アルミニウムの単結晶であるサファイアを熱処理すると，原子レベルで自発
的に整列して，ナノスケールの美しい石段が最表面に形成される。ナノステップ表
面加工技術を紹介する。P554─555

図 2　（0001）結晶面で切断研磨されたサファ
イア基板のナノ階段AFM像（2×1.5　μm 2）。

図 4　サファイア（0001）基板のナノ段
差付近の原子配列断面構造。ナノ段差
はO原子層とAl 原子層からなる 2層
分の厚みに相当している。

図 7　NiO 薄膜表面のナノ溝配列AFM像（10×
10　μm 2）（上），および高さ断面プロファイル（下）。
ナノ階段基板上にNiO 薄膜を堆積して熱処理す
ると，段差での結晶格子欠陥に起因して段差上に
深さ約 50　nmのナノ溝配列が形成された。

図 8　約 0.2　nm 段差のガラス表面 AFM像
（1×1　μm 2）。表面加工法であるナノインプ
リント法により，約 0.2　nm の段差を持つ超
平坦なガラス表面が形成された。現在，この
ガラス基板は有機薄膜太陽電池用の高性能基
板などへの応用研究が行われている。

シリーズ 教科書から一歩進んだ身近な製品の化学
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